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病院概要

診療科 33 診療科
病床数 736 床（兵庫県下でも最⼤規模）



80万の医療圏で唯⼀の救命救急センター
重症救急診療 の 最後の砦



プレホスピタル

災害医療
初療 ICU 病棟

Dr. Heli
Dr. Car
DMAT

三次救急＋⼆次救急
(6000件/年 程度）

Hybrid ER

high intensity 
ICU

救急病棟
⼀般病棟

救急医として、確実な成⻑
教育



初療 01

・年間約 6000 件の救急⾞搬⼊
・救急科、各診療科が連携し、三次、⼆次 救急医療を展開
・Hybrid ERを含めた重症、中等症、軽症 のベッドを配置
・重症度、緊急度に関わらず、様々な疾病、外傷の初期対応を習得

時間と闘い命を守る



中等症 5床
軽症 5床

重症 3床

Angio室 5部屋

重症外傷、TAE、
ECPR など

脳卒中、⼼筋梗塞など

Hybrid - ER



救急科スタッフ

救急科専攻医

初期研修医

重症はスタッフと⼀緒に
中等症は⾃ら考え、プランニング

多種多様な症例

総合病院としての各診療科のバックアップ体制



当院の症例 (2023年度）

症例区分
施設の
全症例数

本プログラム
症例数

⼼停⽌ 341 171

ショック 1612 806

内因性救急疾患 3506 1753

外因性救急疾患 1880 940

⼩児および特殊救急 422 211

救急⾞（ドクターカー、ヘリ含む） 5914 2957

救急⼊院患者 3979 1990

重症救急患者 3225 1613



集中治療室 02

・Emergency ICUとして、CCUとあわせて20床
・High intensity ICUとして、救急医が集中治療室を管理（主科と連携）
・約50 症例/⽉程度の重症患者の集中治療を⾏う

質の高いICU治療



内因性疾患
敗⾎症性ショック
消化管出⾎ 消化管穿孔
肺炎 間質性肺炎急性増悪
脳卒中・脳炎・痙攣重責
糖尿病性ケトアシドーシス など
急性⼼筋梗塞・急性⼼不全 (関⻄でトップクラスの診療数)

外因性疾患
多発外傷
重症熱傷、電撃症
熱中症、低体温症、溺⽔
急性薬物中毒
動物咬傷 など

初期研修2年⽬では、初療＋ICU（希望者）



⼿術、処置

• 気管切開
• ECMO

• 熱傷⼿術
• 外科⼿術

• 軟部組織感染症



病棟管理 03

・救急病棟ならび⼀般病棟
・病棟担当医を配置し、継続性のある診療体制
・転科、退院、転院まで担当医として⼊院診療を⾏う
・各診療科と連携、サポート
・院内急変対応︓Rapid Response System

主治医として、患者へ寄り添う



プレホスピタル 04

・Dr. Heli を週２回運⾏(準基地病院）

・Dr. Carは2023年度中予定(ラピッドカー）

・救急⾞同乗実習（初期研修医2年⽬）

救急現場へ立ち向かう

スタッフと初期研修医



災害医療 05

災害拠点病院として、DMAT隊員は40名程度

＜災害派遣実績＞
東⽇本⼤震災、熊本地震、⻄⽇本豪⾬
など

災害現場へ

国際緊急援助隊医療チーム(2023トルコ）
(写真 JICA提供）



教育 06

・⽇々の回診、カンファレンス
・シミュレーション（重症初期対応）
・各専⾨科によるレクチャー・症例検討会
・研修医レクチャーの担当
・抄読会/M＆M
・Off the Job トレーニング

若手を大事に育てる



Work and Life 07

・完全シフト制
⽇勤（８︓３０〜１７︓１５）
夜勤（１７︓００〜１０︓３０）

・産休、育休、育業

救急医のライフサポート
働きやすい環境の中で

院内託児所児童の救急⾞⾒学
こどもメディカルラリーの開催（予定）子育て

世代



救急科スタッフ
• ⼈数 14名 (専攻医 4 名）
• 幅広い年齢層（20代〜60代）
• 男⼥割合︓男性11名、⼥性3名
• 出⾝⼤学
神⼾⼤学、⿃取⼤学、北海道⼤学、
岐⾩⼤学、奈良県⽴医科⼤学、
愛媛⼤学、⾹川⼤学、岡⼭⼤学など

<専⾨医、指導医>
救急科専⾨医8名（指導医3名）
集中治療専⾨医4名
外傷専⾨医、熱傷専⾨医
航空医療学会認定指導者
DMAT隊員
サブスペシャリティ
（外科専⾨医、整形外科専⾨医、脳外科専⾨医）



週間スケジュール

⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟ ⽇

8:15 勉強会

8:30 多職種合同カンファレンス

9:00 ICU・病棟回診

初療、ICU、病棟 （⽊、⾦はDr. Heli）

重症患者
シミュレーション

(Hybrid ER)

Web勉強会
(⽉2回）

Dr.Heli
症例検討会

17:00 申し送り

夜勤（17:00-10:30) ※⽉５回程度



① 実臨床
専攻医がコマンダーとなり、スタッフがサポート
初期研修医は中等症症例を中⼼に、救急初期対応と考える⼒を養う
救急科スタッフ（初療担当医、ICU担当医）とフィードバック
Hybird-ERでは、ビデオ撮影して振り返る（重症例）

② レクチャー
定期的なレクチャー(救急勉強会/⽉2回、web)、各⾃で定期的に⾒返す。
経験した疾患とあわせてショートレクチャー

③ 抄読会、M & M

④ 学会発表、執筆活動

⑤ メンター（チューター）
救急医としてのステップアップ、キャリアアップを考える。
必要時に個別指導（診察⽅法、病状説明、コメディカルへの対応など）

⑥ off the job training
気管挿管、胸腔ドレーン、CV、REBOA、⾻髄針、⼩児症例など
コース参加（JATEC, JPTEC, ICLS, ISLSなど）

具体的な教育体制



救急科の研修プログラム (例）
はりま姫路総合医療センター（12ヶ⽉）

(はり姫)

はり姫（6ヶ⽉）

はり姫（3ヶ⽉） 連携施設（9ヶ⽉）

連携施設（6ヶ⽉）

1年⽬

2年⽬

3年⽬



認定施設

• 救急医学会専⾨医指定施設
• 集中治療専⾨医研修施設
• 兵庫県ドクターヘリ準基地病院
• 災害拠点病院
• 地域メディカルコントロール協議会中核施設



• 兵庫県⽴加古川医療センター 救命救急センター
• 兵庫県災害医療センター
• 兵庫県⽴こども病院
• 公⽴豊岡病院 但⾺救命救急センター
• 兵庫県⽴尼崎総合医療センター
• 加古川中央市⺠病院
• 神⼾市⽴医療センター中央市⺠病院
• りんくう総合医療センター ⼤阪府泉州救命救急センター
• 国⽴国際医療研究センター病院
• 沖縄県⽴中部病院
• 公⽴宍粟総合病院
• 兵庫医科⼤学病院
• 神⼾⼤学医学部附属病院

連携・関連施設



⾝分・募集・お問い合わせ先

⾝ 分 兵庫県⽴病院専攻医（会計年度任⽤職員）

給 与 等

※改定の可能性あり
・基本給：約30万円/⽉（医師免許取得後3年⽬）
・初任給調整⼿当：約25万円（毎⽉固定）
・通勤⼿当：⽀給（条件・上限あり）
・期末⼿当：年2回
・超過勤務⼿当：あり。実績に応じて⽀給。
・宿⽇直⼿当：21,000円/回
・特殊勤務⼿当：あり。実績に応じて⽀給。

勤 務 時 間 1週間あたり38時間45分
（週5⽇（⽉〜⾦）1⽇7時間45分）

宿 当 直 診療科によって異なる

福 利 厚 ⽣ 有給休暇、夏季休暇等。地⽅職員共済加⼊。

住 宅 研修医専攻医公舎等の利⽤が可能。
※⼀部⾃⼰負担⾦あり。希望者多数の場合抽選。

募 集 予 定 ⼈ 員 6 名 ※⽇本救急医学会に申請中

応 募 資 格 臨床研修終了⾒込みの者

募 集 ・ 選 考
締切 7⽉頃予定
⾯談⽇：8⽉頃予定
決定次第、兵庫県⽴はりま姫路総合医療センター総合採⽤
サイトに掲載します。

■⾝分等 ■募集

■お問い合わせ先
兵庫県⽴はりま姫路総合医療センター
診療サポート課臨床研修担当
TEL 079-289-5080
MAIL rinken_harihime@hgmc.hyogo.jp

■病院⾒学
随時受付しています。
総合採⽤サイトよりお申込みください。

mailto:rinken_harihime@hgmc.hyogo.jp


• Instagram
• Facebook
• HP
• fika (救命救急センター 院内広報誌)



兵庫県⽴はりま姫路総合医療センター
救急科 清⽔裕章
hirohiro19820725@yahoo.co.jp

今こそ、はり姫へ
未来が⽣まれる、救命救急の世界へ


